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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
10 時～･13 時～ 

 英語による庭園ガイド

ツアー(無料)、開催中！ 

 

 

 

 ５月中旬、小廬山の美し
い景観を維持するため、オカ
メザサを地際から刈取る作
業が行われました。 
 左の写真のように、刈取直
後は茶色でしたが、５月の爽
やかな風と光を丸ごとイッ 
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｢都立庭園  
園長の採れたて情報｣ 

ホームページ → 検索 
「公園へ行こう！」 

見てね！ 

→ 検索 

 暑い季節になり
ました。水分を補
給したり、木陰で
涼をとりながら、
日本庭園の夏景色
を、お楽しみ下さ
いね！ 

小石川後楽園の小廬山観察日記② 

 

《昨年の様子》 

《6 月３日撮影》 

パイに浴びて、どことなく気持ち良さそうだった小廬山。 

作業後一ヶ月が経過した６月中旬、オカメザサが目覚

めの季節を迎え、小廬山は無数の出筍に覆われました。

元気の良いものは早くも葉を開き、緑の面積がどんどん

増えて行きました。 

 

 6月17日に撮影し

た写真では、ふんわり

とした布に優しく覆

われている様にも見

えていましたが、一週

間後の６月24日には

多くのササが葉を開

き 

る６月でした。          (次号へつづく) 

《6 月 17 日撮影》 

 

き、雨上がりの太陽と

青空を満喫している

ようでした。 

 園内の緑が深まっ

て行くと共に、小廬山

の緑もどんどん深ま

って行くだろうと期

待感を抱かせてくれ

る 6 

《6 月 24 日撮影》 
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早いもので、今年ももう７月！後半戦に入りま

したね。お正月に決めた目標通りに進めている方

も、まだまだそうでない方も、暑い季節を楽しく

乗り切って、実りの多い秋を迎えられますように。 

 さて、園内では多くのお客様にお越し頂いた花

菖蒲の季節が過ぎ、ハス(蓮)やキキョウ(桔梗)、ヤ

マユリやオニユリなどが咲き始めました。 

 緑濃い夏の庭園にひっそりと咲く花たち、ぜひ

お楽しみくださいね。 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その⑲ 

【擬宝珠(ギボウシ)】  暑い季節、園内各所で

涼しげな姿の葉を広げて

いるのはギボウシ、６月～

７月には上品な淡い紫色

の花も咲かせます。 

 葉の色や形、大きさがバ

ラエティに富んでいて、日

本庭園だけでなく、イング

リッシュガーデンなど、洋

風庭園を彩る植物として

も人気があります。 

 当園内だけでも、雰囲気

の違った数種類をお楽し

み頂く事が出来ます。 
 

 ギボウシはつぼみの姿が擬宝珠(ぎ

ぼし)に似ていることから、それが転じ

て、この名が付いたともいわれていま

すが、さて擬宝珠とは何でしょう？ 

 擬宝珠とは、右の写真のように橋の

欄干の柱の上に取り付けられた伝統的

な飾りです。 

 

《6月30日撮影》 

 

 ところで“東 

京の橋”といえば、どこを思い浮

かべますか？ 

 両国橋や永代橋など伝統のあ

る橋、レインボーブリッジ、東京

ゲートブリッジなどの近代的な

橋、東京にも数えきれないくらい

の橋がありますが、その中でも江

戸時代に五街道の起点となって

賑わった日本橋は、現在でもドラ

マや映画の舞台になるなど、多く

の人が訪れ 

 

の人が訪れる人気のスポットです。 

現在の橋は明治 44 年に架けられたもので、橋の前後

左右の柱に掲げられた銘板『日本橋』の文字は、江戸幕

府最後の将軍・徳川慶喜公によるもの。将軍家の御膝元

であった日本橋に江戸の面影を残すべく、当時の東京市

長・尾崎行雄の依頼を受けて書かれたものだそうです。 

 慶喜公は水戸徳川家、江戸小石川藩邸に生まれ、一橋

徳川家を相続した後、第十五代将軍の座に就きました。 

 

 

★願いが叶いますように★ 

 今年の七夕も、皆様からたくさんの願いごとを託

された色とりどりの短冊が、庭園入口を華やかにし

てくれました。日本語だけでなく、年々増える英語

や中国語。“日本でお願いをしたら、夢が実現した

よ！”そんな風になると嬉しいですね。 

 皆様のお願い、叶いますように☆彡 

小さな雑記 窓口前に夏の風物詩“風鈴”を吊る

しました。東京は、まだまだ梅雨の真っ只中ですが、

時折聞こえてくる“夏の音”が、ムシムシ、ジメジメ

の空気を忘れさせてくれます。 

 蚊取り線香の香りに懐かしさを感じたり、七夕飾り

や、夏祭りの提灯にワクワクしたり。四季のある日本

に育った私たちは、四季それぞれの思い出や感覚を持

ち合わせています。 

 夏の小石川後楽園は朝が特に良い！とか、木陰はと

っても涼しくて、汗が一気に引いていく！とか、毎年

思い出して頂けたら“よ～しっ！”なんて思うのです。 

 


